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平成30年度予算
桜川市一般会計予算 可  決
桜川市国民健康保険特別会計予算 可  決
桜川市農業集落排水事業特別会計予算 可  決
桜川市公共下水道事業特別会計予算 可  決
桜川市介護保険特別会計予算 可  決
桜川市介護サービス事業特別会計予算 可  決
桜川市後期高齢者医療特別会計予算 可  決
桜川市水道事業会計予算 可  決
桜川市病院事業会計予算 可  決
人事
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適  任
副市長の選任について 同  意
教育委員会教育長の任命について 同  意
専決処分
専決処分の承認を求めることについて（平成29年度桜川市一般会計補正予算（第６号）） 承  認
条例の制定・改正
桜川市空家等の適正管理に関する条例 可  決
桜川市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例 可  決
桃山学園設置に伴う関係条例の整備に関する条例 可  決
地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例による改正前の桜川市特別職の職員の
給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例及び桜川市教育委員会教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部を改正する条例 可  決

桜川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市個人情報保護条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市土砂等による土地の埋立て等の規制に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市介護保険条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市災害補償基金設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市立学校給食センター条例の一部を改正する条例 可  決
桜川市真壁農村交流センターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 可  決
桜川市真壁コミュニティセンターの設置及び管理に関する条例を廃止する条例 可  決
新市建設計画の変更について 可  決
県西総合病院組合規約の変更について 可  決
桜川市指定金融機関の指定について 可  決

平成29年度補正予算
桜川市一般会計補正予算（第７号） 可  決
桜川市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 可  決
桜川市農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 可  決
桜川市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可  決
桜川市介護保険特別会計補正予算（第４号） 可  決
桜川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可  決
桜川市水道事業会計補正予算（第２号） 可  決
請願
桜川市立真壁小学校閉校に関しての請願書 趣旨採択
議員提出議案
地方創生及び国土強靭化に向けた首都圏外周環状線の連結強化のための整備促進を求める意見書について 可  決

第１回定例会（３月６日～３月16日）審議された議案と結果
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か
２
ヵ
所
の
公
園
内
樹
木
等
の

伐
採
・
剪
定
及
び
、
殺
虫
剤
散

布
委
託
料
１
１
２
万
２
０
０
０

円
。
筑
波
真
壁
工
業
団
地
配
水

池
管
理
委
託
料
27
万
円
。
大
和

駅
前
公
園
休
憩
所
管
理
委
託
料

36
万
５
０
０
０
円
で
す
。

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

負
担
金

問　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

の
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

桜
川
市
の
徴
収
実
績
で
す

が
、
平
成
26
年
度
２
０
８
４
万

７
０
０
０
円
、
27
年
度
２
４
２

７
万
７
０
０
０
円
、
28
年
度
３

４
９
９
万
９
０
０
０
円
収
納
し

て
い
ま
す
。
市
に
と
っ
て
は
、

収
納
率
向
上
に
貢
献
の
あ
る
組

織
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
事

業
補
助
金
８
６
５
万
５
０

０
０
円

問　

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
普
及
を
目
指
し
て
、
今
年

も
８
６
５
万
円
も
の
補
助
金
を

出
し
て
い
る
。
い
っ
た
ん
紛
失

す
る
と
、
個
人
情
報
が
全
て
漏

れ
て
し
ま
う
危
険
な
も
の
で
あ

る
。
現
時
点
で
の
、
桜
川
市
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
枚

数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答　

市
の
交
付
枚
数
は
２
６
３

１
枚
で
す
。普
及
率
は
６
％
で
す
。

防
犯
対
策
事
業

問　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
、

か
な
り
進
ん
で
い
る
。
街
灯
が

明
る
く
な
っ
た
と
喜
ば
れ
て
い

る
が
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
は
、
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
る
か
伺
う
。

答　

現
在
、
３
６
４
２
本
の
う

ち
２
８
７
６
本
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
な
っ

て
い
ま
す
。
進
捗
率
は
79
％
で

す
。
行
政
区
で
は
、
１
１
９
地
区

中
64
地
区
が
完
了
し
て
い
ま
す
。

岩
瀬
駅
前
広
場
管
理
事
業

問　

岩
瀬
駅
前
自
転
車
置
き
場

の
整
理
に
つ
い
て
、
岩
瀬
町
の

時
代
は
、
駅
前
に
タ
ク
シ
ー
会

社
が
２
社
あ
り
、
タ
ク
シ
ー
会

社
の
方
も
、
時
々
、
整
理
に
協

力
し
て
く
れ
た
。
市
民
か
ら
も
、

自
転
車
置
き
場
の
整
理
に
力
を

入
れ
て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
市
の
考
え
は
。

答　

自
転
車
置
き
場
の
整
理
に

つ
い
て
は
平
日
、
担
当
職
員
に

よ
り
、
朝
の
時
間
帯
に
駐
輪
場

の
整
理
等
管
理
を
行
っ
て
い
ま

顧
問
弁
護
士
委
託
料

問　

顧
問
弁
護
士
委
託
料
64
万

８
０
０
０
円
の
内
容
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

水
戸
に
事
務
所
が
あ
る
弁

護
士
と
顧
問
契
約
を
結
ん
で
い

ま
す
。
契
約
内
容
と
し
て
は
、

市
の
業
務
に
つ
い
て
の
法
律
相

談
及
び
、
契
約
締
結
等
に
関
す

る
助
言
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

公
園
管
理
委
託
料
２
６
３

５
万
９
０
０
０
円

問　

公
園
事
業
の
施
設
管
理
委

託
料
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

公
園
事
業
の
施
設
管
理
の

内
訳
で
す
が
、
磯
部
公
園
ほ
か

19
ヵ
所
の
公
園
内
の
清
掃
及
び
、

除
草
作
業
で
２
４
６
０
万
２
０

０
０
円
。
磯
部
・
桜
川
公
園
ほ

平成30年第１回定例会 ３
６ 火

３
16 金

11
日
間

す
。
ま
た
、
年
に
２
回
（
５
月
、

10
月
）
に
駐
輪
場
の
放
置
自
転

車
撤
去
作
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
利
用
し
て
い
る

生
徒
の
多
い
高
校
等
に
出
向
き
、

マ
ナ
ー
の
遵
守
等
の
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

真
壁
農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
、

真
壁
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
条
例
廃
止

問　

農
村
交
流
セ
ン
タ
ー
は
白

井
行
政
区
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
酒
寄
行
政
区
に
無

償
譲
渡
さ
れ
、
市
の
管
理
を
離

れ
る
。
行
政
区
が
「
専
用
に
近

い
形
」
で
利
用
し
て
い
る
施
設

を
行
政
区
に
無
償
譲
渡
す
る
こ

と
は
、
市
の
ス
リ
ム
化
に
と
っ

て
も
よ
い
こ
と
で
賛
成
で
あ
る
。

　

市
の
施
設
で
実
質
、
行
政
区

が
使
用
し
て
い
る
も
の
に
、
上

小
幡
児
童
館
と
飯
塚
児
童
館

が
あ
る
。
ま
た
、
岩
瀬
児
童
館

は
、
東
区
で
鍵
を
管
理
し
て
い

る
と
聞
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

か
。
念
の
た
め
に
申
し
上
げ
る

が
、
大
和
地
区
に
は
行
政
区
が

「
専
用
し
て
い
る
市
施
設
」
は
あ

る
の
か
伺
う
。

答　

議
員
指
摘
以
外
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
岩
瀬
地
域
で
、
小

塩
地
区
多
目
的
集
会
場
と
下
泉

多
目
的
集
会
場
が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
は
、
選
挙
の
投
票
所
と

し
て
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

投
票
所
再
編
後
は
地
域
に
無
償

で
貸
し
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
元
地
域
と
相
談
し

な
が
ら
譲
与
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
和
地
域
で
は
、
青
木
地
区
に

「
滝
の
入
う
る
お
い
セ
ン
タ
ー
」

が
あ
り
、
現
在
ま
で
地
元
青
木

地
区
に
お
い
て
管
理
運
営
さ
れ

て
い
る
施
設
が
あ
り
ま
す
。

桜
川
市
指
定
金
融
機
関
の

指
定

問　

本
市
発
足
時
は
、
３
庁
舎

に
常
陽
銀
行
か
ら
派
出
を
し
て

も
ら
っ
た
。
当
初
２
年
間
は
無

料
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
1
ヵ
所

分
１
０
０
万
円
を
市
が
負
担
し

て
い
た
。
そ
の
後
２
ヵ
所
分
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
い

つ
か
ら
か
。

議
案
審
議

議
案
審
議

議
案
議
案
審
議
審
議

答　

本
市
発
足
時
は
無
料
で
し

た
が
、
平
成
19
年
度
か
ら
23
年

度
ま
で
は
年
間
１
０
０
万
円
で

し
た
。
そ
の
後
、
24
年
か
ら
現

在
ま
で
年
間
２
０
０
万
円
で
す
。

問　

筑
波
銀
行
か
ら
指
定
金
融

機
関
の
申
し
入
れ
は
、
当
初
３

年
間
は
無
料
で
、
派
出
費
は
と

ら
な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

の
理
解
で
よ
い
の
か
。

答　

初
回
の
３
年
間
は
無
料
と

い
う
こ
と
で
す
。

問　

常
陽
銀
行
と
筑
波
銀
行
が

輪
番
制
を
と
っ
て
い
る
自
治
体

は
、
県
内
で
何
市
町
村
あ
る
の

か
伺
う
。

答　

現
在
、
県
内
で
は
10
自
治

体
で
す
。
牛
久
市
、
坂
東
市
、

つ
く
ば
み
ら
い
市
、
常
陸
大
宮

市
、
北
茨
城
市
、
美
浦
村
、
常

総
市
、
大
洗
町
、
那
珂
市
、
下

妻
市
で
す
。
常
陸
大
宮
市
は
、

常
陽
銀
行
、
県
信
、
筑
波
銀
行

の
３
行
で
の
輪
番
制
で
す
。

問　

桜
川
市
指
定
金
融
機
関
の

指
定
に
つ
い
て
、
行
政
側
で
十

分
検
討
を
し
た
の
か
。

答　

輪
番
制
を
と
っ
て
い
る
自

治
体
に
赴
き
、
調
査
研
究
を
重

ね
、
内
部
で
検
討
を
し
、
庁
議

等
で
も
報
告
を
し
ま
し
た
。


